


















保育の方法について 6 つの事項が示されている。子どもにかかわる事項が 5 つ、保護者との
関係が 1 つである。これら 6 つの留意事項を一人一人の子どもに対応して実践するには豊富
な知識と経験に裏付けされた的確な判断力と行動力及び体力が要求される 1。また、平成 20
年に公示された幼稚園教育要領の解説に示された、学習指導要領などの改善の方向性として












 新人保育者の早期離職に関する調査では、在職期間 3 年未満の退職者がいた園のうち、幼
稚園では 63％、保育所では 81％という離職率を示している。園が把握している新卒退職者
の退職理由は、仕事への適性がない、労働条件が合わない、人間関係、健康上の理由などで



























































調査は A 短期大学に所属する保育女子学生 205 名（1 年生 32 名、2 年生 173 名）を対象
とし、S-H 式レジリエンス検査 9 を用い学生のレジリエンスについて調査した。調査期間は
2015 年 4 月上旬にて実施した。 
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Ⅳとしている。小計 1 と小計 2 の合計から、内在的態度思考（内心）、外顕的態度思考（行動）
であるかを判断する検査法である。 
2）分析の視点、方法 








学年の対応比較では、1 年生の人数が 32 人、2 年生の人数が 173 名人数に差があるため、
2 年生のデータからランダムに 32 名を抽出し、1 年生のデータ数と同一の数で比較検討を行
った。比較内容は、パートⅠで、3 つの因子、レジリエンス得点についてどのような特徴、
差異があるかを検討した。パートⅡで、小計 1、2 の 8 項目から、内在的態度思考（内心）、
外顕的態度思考（行動）でどのような特徴があるのか比較・検討した。 
統計分析は SPSS statistics for Windows Ver.20 を用い、すべての検定において有意水準
5%未満として、ソーシャルサポート因子、自己効力感因子、社会性因子の 3 因子、そして各
群のレジリエンス得点について t 検定による検定を行った。また、検査 8 項目に関しては、



















レジリエンス得点 103.81 11.258 105.0
ソーシャルサポート 52.81 4.902 53.0
自己効力感 33.59 3.983 35.0
社会性 18.34 3.209 19.0
レジリエンス得点 103.92 10.318 106.5
ソーシャルサポート 51.93 5.650 53.0
自己効力感 34.06 4.194 34.0








1 年生では、ソーシャルサポート因子は 52.81 点で「普通」、自己効力感因子は 33.59 点で
「普通」、社会性因子は 18.34 点で「普通」となった。各因子の得点の総合であるレジリエン









人 （%） 人 （%） 人 （%） 人 （%）
Ⅰ 4 12.5 13 40.6 5 15.6 16 50.0
Ⅱ 25 78.1 17 53.1 7 21.9 1 3.1
Ⅲ 2 6.3 2 6.3 10 31.3 14 43.8
Ⅳ 1 3.1 0 0.0 10 31.3 1 3.1
人 （%） 人 （%） 人 （%） 人 （%）
Ⅰ 20 62.5 20 62.5 17 53.1 15 46.9
Ⅱ 9 28.1 11 34.4 13 40.6 6 18.8
Ⅲ 2 6.3 0 3.1 1 3.1 3 9.4











A B C 合計 A B C 合計
↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑
52 40 20 108 55 38 21 110
51 39 19 107 54 37 20 109
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
44 33 16 95 48 32 17 98
43 32 15 94 47 31 16 97


























人 （%） 人 （%） 人 （%） 人 （%）
Ⅰ 44 26.8 76 46.3 25 15.0 73 43.7
Ⅱ 102 62.2 73 44.5 41 24.6 2 1.2
Ⅲ 13 7.9 13 7.9 81 48.5 88 52.7
Ⅳ 5 3.0 2 1.2 17 10.2 1 .6
人 （%） 人 （%） 人 （%） 人 （%）
Ⅰ 92 55.1 86 51.5 92 55.1 49 29.3
Ⅱ 40 24.0 68 40.7 43 25.7 43 25.7
Ⅲ 30 18.0 8 4.8 16 9.6 30 18.0































































ているため、t 検定を用いた学年別によるレジリエンス得点の差を表 7 に示す。 その結果、
3 因子の得点、レジリエンス得点のそれぞれともに学年別で有意差は認められなかった。ま








度数 平均値 標準偏差 ｔ検定
レジリエンス得点 32 103.81 11.258
ソーシャルサポート 32 52.81 4.902
自己効力感 32 33.59 3.983
社会性 32 18.34 3.209
レジリエンス得点 32 103.84 11.225
ソーシャルサポート 32 51.84 5.087
自己効力感 32 33.69 4.748









              表8　学年別による8項目に関するレジリエンスの比較
n(%) n(%)
Ⅰ 4(12.9) -1.2 8(25.0) 1.2
Ⅱ 24（77.4） 1.5 19（59.4） -1.5
Ⅲ 2（40.0） -0.4 3（60.0） 0.4
Ⅳ 1（3.2） -0.6 2（6.3） 0.6
Ⅰ 12（38.7） -0.7 15（46.9） 0.7
Ⅱ 17（54.8） 1.1 13（40.6） -1.1
Ⅲ 2（6.5） -0.8 4（12.5） 0.8
Ⅳ
Ⅰ 5（16.1） -0.8 3（9.4） 0.8
Ⅱ 7（22.6） 1.1 4（12.5） -1.1
Ⅲ 10（32.3） -1.9 18（56.3） 1.9
Ⅳ 9（29.0） 0.7 7（21.9） -0.7
Ⅰ 16（51.6） 1.1 12（37.5） -1.1
Ⅱ 1（3.2） 0.0 1（3.1） 0.0
Ⅲ 13（41.9） -1.1 18（56.3） 1.1
Ⅳ 1（3.2） 0.0 1（3.1） 0.0
Ⅰ 19（61.3） 0.9 16（50.0） -0.9
Ⅱ 9（29.0） 0.1 9（28.1） -0.1
Ⅲ 2（6.5） -1.5 6（18.8） 1.5
Ⅳ 1（3.2） 0.0 1（3.1） 0.0
Ⅰ 19（61.3） 0.7 17（53.1） -0.7
Ⅱ 11（35.5） -0.9 15（46.9） 0.9
Ⅲ
Ⅳ 1（3.2） 1.0 0（0.0） -1.0
Ⅰ 16（51.6） 0.1 15（50.0） -0.1
Ⅱ 13（41.9） 0.9 10（31.3） -0.9
Ⅲ 1（3.2） -1.4 4（12.5） 1.4
Ⅳ 1（3.2） -0.6 2（6.3） 0.6
Ⅰ 14（45.2） 1.4 9（28.1） -1.4
Ⅱ 6（19.4） -0.5 8（25.0) 0.5
Ⅲ 3（9.7） -1.0 6（18.8） 1.0
Ⅳ 8（25.8） -0.2 9（28.1） 0.2






































レジリエンス得点 104.3 11.56 104.0
ソーシャルサポート 51.5 5.87 52.0
自己効力感 34.7 5.42 34.0
社会性 18.1 3.70 19.0
レジリエンス得点 103.4 10.87 104.0
ソーシャルサポート 51.1 6.04 52.0
自己効力感 34.1 5.16 34.0

























数が 5 年未満から 20 年以上の対象者に対し、経験年数が 5 年未満の保育士を「新人」、5 年
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